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第 １４ 号 

令和８年１０月２０日 

海蔵地区市民センター 

ＴＥＬ ３３１－３２８４ 

ＦＡＸ ３３０－０２２２ 

かいぞう地区 検索 

回 覧 

 

１１月主な行事予定 

海蔵地区くすの木サロン 

  毎週火曜日 10：00～ 

紙芝居・絵本の読み聞かせ 

１０日（火）14：00～ 

開催時間 9：30～11：30 

２日（月）、５日（木）、９日（月）、１２日（木）、 

１６日（月）、１９日（木）、２６日（木）、３０日（月） 

１３日（金）阿倉川町      10：00～10：40 ピアゴ北側駐車場 

１３日（金）東阿倉川町１区   10：50～11：20 公文式あくら川教室前 

２６日（木）海蔵地区市民センター10：00～10：30 センター駐車場 

【問合せ先】海蔵地区市民センター２Ｆ 地域団体事務局 

ＴＥＬ /ＦＡＸ３３３－８７７０ 

（平日９：００～１２：００、１３：００～１６：００） 

 

★プログラムは当日体育館に準備します。 

また、四日市市海蔵地区ＨＰ「かいぞう」にも掲載します。 

★今年度もバザー会場は、海蔵地区市民センター駐車場です。 

★内容の詳細は広報よっかいち１０月下旬号と共に各戸配布される

パンフレットにてご案内します。 

 

海蔵地区文化祭 １１月７日（土）・８日（日） 

婦人会では１１月７日（土）、８日（日）の地区文化祭でバザーを開催します。 

 ご家庭に食品以外の不用品・未使用の物がございましたら、１１月４日（水）までに各町

の婦人会本部役員、理事宅まで届けていただきますようご協力をよろしくお願いいたします。               

【問合せ先】婦人会会長 石﨑 朱美 ＴＥＬ０９０－１５６５－１８２７ 

 

海蔵地区まちづくり協議会 事業企画委員会主催 

第３金曜日 10：00～ 

野田公会所 
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子育てを地域で支えあう   
四日市市ファミリー･サポート・センターからのお知らせ 

「依頼会員講習会と新規登録会」のお知らせ 

ファミリー・サポート・センターの仕組みと趣旨について、またこどもの置かれている状況

等を理解していただくために、依頼会員向けの講習会を実施しています。 

 新たに依頼会員として登録される人はもちろん、すでに利用されている人で未受講の人も、

受講してください。 

日  時 １１月２１日（土）１３：００～１６：００(講習会のみの方は１４：３０終了)  

＊講習会終了後、希望される方は依頼会員の登録手続きをいたします。    

場  所 三浜文化会館（海山道町一丁目１５３２－１） 

定  員 保育の都合により、２０名程度といたします。※先着順に受け付けます。   

申込方法 電話にてお申し込みください。   

保  育 あり/無料（保育対象：満６か月～）※事前にお申し込みください。 

【申込み･問合せ】四日市市ファミリー・サポート・センター ＴＥＬ３２３－００２３ 

（NPO法人体験ひろば☆こどもスペース四日市内） 

 

あなたのサポートで身近な人を笑顔に！ 
スマホサポート人材育成教室 

場 所：海蔵地区市民センター 
日 時：１１月９日（月） 
 
 
 
 

定 員：各回３人（先着順） 
参加費：無料 
対象者：どなたでも参加できますが、午前または午後の２コマに参加できる人を対象とします。 

持ち物：スマートフォン（お持ちでない人には貸出可能） 
申込み・問合せ：ソフトバンク（株） 

００８０－１１１－９４４２ （９：００～１７：００ 土日祝も可） 
    ※お問合せは随時受付けておりますが、お申込みは１０月 1 日(木)から受付開始です

のでご注意ください。 

午 前 午 後 内 容 

１０：００～１１：００ １３：１５～１４：１５ 
基本操作関係（ネット、アプリ、音声
操作）、防災関係、LINE関係 

１１：１５～１２：１５ １４：３０～１５：３０ 
市の LINE公式アカウント、市の電子
申請システムについて 

 

小学生の登下校時に声をかけると黙って目を逸らす子もいれば、元気に挨拶してくれる

子、おどけて返事をしてくれる子もいます。こちらが挨拶しても無視されると「しないほう

がよかったのかな…」と思うこともありますが、返事をしてもらえると気持ちがいいです。

声が大きいとそれだけで安心します。私たちはそれだけで気持ちが明るくなります。子ども

ってとんでもない力を持っているんだなぁ… 

 

 

              

民生
た み お

のつぶやき 「民生
た み お

」は四日市市民生委員児童委員協議会連合会キャラクターだよ。 
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メンテナンス作業のため、コンビニ交付サービス業務を停止します。ご迷惑をおかけ 

しますが、ご理解とご協力をお願いします。 

■一時停止日時 

１１月１３日（金）１９：００から  １１月１６日（月）６：３０まで 

【問合せ先】市民課 ＴＥＬ３５４－８１５２ ＦＡＸ３５９－０２８２ 

（１）実 施 日 時  １１月１１日（水）１１：００ころから数分程度 

（２）        上りチャイム音(♪ピンポンパンポン↑) 

「これは、J アラートのテストです。」×３ 

「こちらは、こうほうよっかいちです。」 

下りチャイム音(♪ピンポンパンポン↓) 

  ※地域住民の皆さんに参加していただく試験放送ではありません。 

 

Jアラートの全国一斉情報伝達試験が実施されます 

Ｊアラート全国一斉情報伝達試験に併せて、市内１２１箇所全ての防災行政無線の屋外

拡声子局の試験放送を実施します。防災行政無線に加え、ＣＴＹ－ＦＭラジオ放送、四日市

市 Sアラート等からも一斉に放送いたしますので、ご承知おきください。 

 

【問合せ先】危機管理課 ＴＥＬ３５４－８１１９ 

メール kikikanri@city.yokkaichi.mie.jp 

 

●３５１ー４００４（自動電話応答機能）にＴＥＬしていただくと放送内容が確認できます。 

●気象状況その他の理由により中止する場合があります。 

●以降の試験は、以下のとおりを予定しております。 

  令和９年２月３日（水）１１：００  

【連携対象】市内全域の防災行政無線、テレビ（CTY-L字放送）、緊急告知ラジオ（CTY-FM）、 

四日市市 S アラート、四日市市安全安心防災メール、四日市市ホームページ、

Ｘ、ＬＩＮＥ 

防災行政無線 

試験放送内容 

～絵本づくりで大切にしていること～ 

絵本作家 なかや みわ先生講演会 

 絵本の朗読と絵本づくりのエピソード、そして作品に込めた思いをスライド投影しながらお話しします。 

日 時  １１月１０日（火）１０：００～１１：３０（受付９：３０～） 

場 所  四日市市文化会館 第２ホール（駐車場約４００台） 

定 員  ５９３名（定員になり次第、締め切らせていただきます） 

参加費  無料 

託 児  １歳～３歳の未就園児 ３０名（先着順） 

※１歳未満のお子さまは保護者同伴で入場 

できます 

 申込み  ９月１９日（土）１２：００～１０月３１日（土） 

 

【問合せ先】私立幼稚園ＰＴＡ連合会 メール Yokkaichi.kindergarten2026@gmail.com 

 

 
託児利用者のみ

入場できます 

mailto:Yokkaichi.kindergarten2026@gmail.com
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１１月９日～１１月１５日までの７日間にわたり全国一斉に実施される秋の 

火災予防運動に伴い、火災を未然に防止するため当市においても同運動を行います。 

●火災原因はたき火が１位 

令和７年中の四日市市、朝日町、川越町で発生した火災は１１４件です。火災原因のうち最

も件数が多かったのは、たき火で１９件です。つづいて放火、放火の疑いが１３件、たばこが

９件となっています。 

●山林・枯草火災を予防しましょう 

 秋は空気が乾燥し、風が強く吹く季節となります。山林や枯草火災は人的要因による原因が

多く、皆さん一人ひとりの注意で防ぐことができます。貴重な人命や財産を火災から守るため

火気の取り扱いには十分気を付けましょう。 

●山林・枯草火災予防 ４つのポイント 

① 乾燥・強風時は外で火をつかわない。 

② 火気を使用する際目を離さない。 

③ 消火用水の確保 

④ 使用後は完全に消火確認 

●リチウムイオン電池による火災、ご存じですか？ 

リチウムイオン電池は、モバイルバッテリーやスマートフォン、携帯扇風機など私たちの生

活に欠かせない身の回りの様々な製品に使用されています。リチウムイオン電池は、小さくて

も大きなエネルギーを持っていますが、衝撃に弱い特性もあり、使い方を間違えると火災につ

ながる危険性があります。 

 

 

 

 

 

リチウムイオン電池関連の火災は、令和７年中全国で１２００件を超え、年々増加傾向にあ

ります。リチウムイオン電池での事故を防ぐために、以下のポイントに気を付けましょう。 

・製造事業者、輸入事業者や販売事業者が確かな製品を購入しましょう。 

・直射日光のあたる場所や暑い日の車内など、高温下に放置しないようにしましょう。 

・衝撃を与えないように適切に取り扱いましょう。 

・破損、膨張などの異常を感じたらすぐに使用をやめましょう。  

・万が一発火した場合は大量の水で消火し、可能な限り水没させた状態で、１１９番通報しま

しょう。 

【問合せ先】消防本部予防保安課 ＴＥＬ３５６－２００８ 

                ＦＡＸ３５６－２０４１ 

消防本部公式ホームページ  https://yokkaichisyoubou.jp/ 

 

秋の火災予防運動を実施します １１月９日～１１月１５日 

～リチウムイオン電池の使用されている製品の例～ 

〇スマートフォン 〇モバイルバッテリー 〇ポータブル電源 〇ワイヤレスイヤホン 

〇電動アシスト自転車 〇充電式掃除機 など 

 


